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そのモデルによる PEA 法の測定誤差分析を目的として行った研究をまとめたものである。 
まず、低密度ポリエチレン(LDPE)フィルム試料について、絶縁破壊発生までの空間電荷分布と外
部回路電流を同時に測定し、その結果から求めた電界分布、変位電流、伝導電流、電位分布から絶縁
破壊現象について考察を行っている。次に、ミリ秒間隔で測定可能な空間電荷分布測定装置を利用し
て空間電荷分布を測定し、絶縁破壊直前の過渡的変化について調査を行っている。これらにより、こ
れまで観測されていなかった、絶縁破壊に影響を及ぼすと考えられる新たな現象が観測されたことを
報告している。 
次に、PEA 法において音波の発生と伝搬過程に起因する測定誤差を取り除くため、音波の発生およ
び伝搬を考慮した新しい数値解析モデルを提案している。さらに、試料が 2 層誘電体の場合および、
金属－高分子複合材料の場合の空間電荷分布測定結果に対し、このモデルを適用することによって測
定誤差の分析を詳細に行っている。測定誤差の分析結果から、数値解析モデルにより、PEA 測定結果
の空間的かつ時間的な変化の詳細を分析することが可能となり、PEA 測定誤差の分析に有効であるこ
とを確認している。 
 以上のような研究成果により、PEA 法による空間電荷分布測定の精度が向上し、絶縁破壊過程での
空間電荷のふるまいや、電界、伝導電流などをより厳密に調査することが可能となり、さらに数値解
析モデルにより測定誤差の詳細な分析が可能となったことから、本研究は誘電体の絶縁破壊現象の解
明に大きく寄与するものと評価できる．従って、本論文は博士（工学）を授与するに値するものと認
める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
